
藤 島武二 と 「俑」 と 「中央 アジア美術」

―《唐様三部作》を中心 として

はじめに

中田裕子

 1949年 石井柏亭 の 「藤 島武二論」1)のなか につ ぎの よ

うな記述 がある。「藤島の畫室には前 に赤 星家の装飾 に

充 て られる と聞いた,唐 代土偶 か らヒン トを得 られた ら

しいパ ノーの大 きな畫稿が置かれてゐたが,そ れ は完成

しなか ったのであ らう」 と。 この記述 を根拠 として,石

橋美術館 の《唐様 三部作》(fig.1)が赤星鐵馬邸の壁画 の

下絵であ るとされて きた2)。また,制 作年が1912年 頃 と

されて きたが それは赤星鐵馬邸 の竣工が1912年 であっ

たか らなのであろう。1910年1月,4年 間に経 る装飾画

研 究の ための ヨーロ ッパ留 学か ら帰 国 した藤 島は,翌

1911年 に赤 星家赤坂 邸食堂の装飾画,す なわち壁画の制

作 を委嘱 された3)。装飾画制作への長年の想い4)や ヨー

ロ ッパ留学の成果 を示す絶好の機会 に,藤 島はようや く

巡 り会 ったのである。藤島 は依頼主や,建 造物が何 の入

物か とい う,そ の機 能等 を象徴す る図像に よる壁画装飾

を施 そうと構 想するはずである5)。それは何 らかの物語

を構成する,象 徴的な人体や事物 と背景 としての風景に

よって構築 される。《唐様三部作》の図像は1910年,約10

年 に及ぶアメ リカ留学よ り帰国 し,新 婚の新進気鋭の実

業家赤星鐵 馬邸の食堂のために,何 を象徴 してい るのだ

ろうか。藤 島が壁画の大 きな素描下絵 を持 って きた と,

後年鐵馬夫 人が述べて いる。その下絵 は,「葡萄棚 の下

で,裸 體の女が大勢遊 んでいる構 図6)」であ り,西 洋絵

画 の伝統に基づいた,食 堂の装飾画 としてふさわ しい と

思 える主題 で,「収穫」な どを象徴 す る図像であった と

考 え られる。この図像 は 「裸婦群像」 とい うことで,赤

星家 より断 られた。鐵馬夫人 は,「唐代土偶 か らヒン ト

を得 られた らしいパ ノー」 については何 も語 っていない。

 《唐様三部作》は紙 を支持体 とす る3点 の作品 により構

成 されている。中央に正方形に近 い作品が置かれ,そ の

左右 にそれぞれ縦長で 中央の作品の約1/2弱 の大 きさの

作 品が配置 されてお り,こ れ らは一つ に額装 されている。

中央 は山野の風景 を背景 と して,横 向 きで,髪 型が唐の

時代 に流行 したとい う高 い単髻で,唐 服の短衣長裳の服

を着,領 巾 を肩 に掛 け,そ して馬 に跨 る女性が描かれて

いる。両翼 には山野の風景 を背景 に した婦人立像が描 か

れている。右翼 は1人,左 翼には2人 の,髪 は高い単髻

で,短 衣長裳の服 を着,領 巾を肩 に掛 け,拱 手す る女性

が,山 野の風景の中に描かれでいるが,左 翼 の二人の女
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性の着衣が鉛筆に よる素描で終 わっている。 この騎馬婦

人像 や婦 人像 に,柏 亭 が指摘 してい る 「唐代土偶」7)の

影響 を見ることがで きるのである。両翼 の裏面にはそれ

ぞれ朝鮮婦 人像が描かれている。左 翼の《朝鮮婦人》(fig.

2)は チマチ ョゴ リの女性像 で,右 翼(fig. 3)も チマチ ョ

ゴリの女性像であ り,足 元に狛犬の ような,置 物のよう

なものが描かれている。 この,両 翼裏面 の朝鮮 婦人と も

細長い領 巾の ような もの を肩に掛 け,左 胸 のあた りに箱

状の物を抱 えている。そ して,片 方の女性 の視線は前面

にあ り,も う一方は首 を傾げ,そ の視線 は手元に落と し

てい る。両翼裏面 の朝鮮婦人 とも顔はほぼ同じように左

方 を向いてお り,対 をな しているもの とは見えないが,

この裏面両翼の絵 の存在 を考えれば,《唐様三部作》は壁

画の画稿 とい うよ りも,西 洋の祭壇画8)形式 の画稿 と も

考 えられる。

fig.1《唐様三部作》石橋美術館

fig. 2《朝鮮 婦 人》

  石橋 美 術 館

fig. 3《朝鮮婦人》

 石橋美術館



 藤島が朝鮮の文物 と初めて出会 ったのは,1913年11月

か ら翌1914年1月 にかけての朝鮮旅行の ときであった。

藤 島は朝鮮の風土や風俗 に触発 され,《朝鮮 風景》(1913

年)や,朝 鮮 の女性 を描 いた《花篭》(1914年,京 都 国立近

代美術館蔵),1914年 の東京大正博覧会に出品 された《花

冠》等 を制作 してい る。 また,1915年 第9回 文展 に藤 島

は中国の風俗 に想 を得 た《匂い》(東京国立近代美術館蔵)

を出品した。この作 品が藤 島の中国の文物 との出会いを

示す最初の作 品とい える。す なわち,少 な くとも1915年

以前 に藤島が中国 に主題 を求めた《唐様三部作》を発想す

るこ とは,先 ず考 えられない。《唐様三部作》が初めて出

品された展覧会は,1943年 東京都 美術館で開催 された藤

島武二遺作 展覧会で あ り,題 名 は《三部作》,制 作年 は

1918年 頃,所 蔵者 は石橋正 二郎で あった9)。藤 島を含め

日本近代洋画家が制作する壁画 は壁面に直接描 くもので

はな く,描 かれたカンヴァスを壁 に貼る方法で制作 され

る。建造物 の竣工後 いつで も描かれたカ ンヴァスの貼付

は可能であろう。1911年 壁画制作 を赤星 より委嘱 された

とき,藤 島 は 「完成 までに約3ケ 年 を要すべ し」10)と述

べ ている。藤島が赤星家 に壁画の画稿 を示 し,「裸婦群

像」 に よる,そ の画稿が断 られ11)ても,壁 画の制作 の

構想 を捨てず,年 を重ねることに よって藤島の構想が変

化 したと考え られ る12)。

 ところで,1917年 に赤星 の父彌之助の収集 した膨大な

古美術の コレクシ ョンが3回 に分けて売立て られている。

この 「空前の売立」が行 われ る13)ようになった理 由の

ひとつに,赤 星の経済的事情があ ったと想定で きよう。

その後,麻 布鳥居坂 にあ った赤星家本邸跡 に1928年 岩崎

小彌太邸が竣工 して いるので,赤 星は1927年 以前 に鳥居

坂邸 を手放 したはずである。赤星家の経済的事情が藤島

の壁画制作 にも影響 を与えた とも考え られる。

 1934年 上梓 された 『藤島武二画集』 のなかで柏亭 は藤

島芸術 の源泉 を幾 つ か指 摘 して いる。 「波 期 の ミニ ア

チ ュールや,高 勾麗墳墓の壁書や 中央亜細亜の壁 畫など

も皆感興の源 になる。推敲 を重 ねて容易には發表に至 ら

ない先生の性質 として止 むを得 ないが,私 はこれ迄面 白

さうな畫稿 や下描 きの数 々を畫室 に眺めて其完成に至 ら

ぬこ とを惜 しんだので ある。」14)また,前 述 したよ うに

後年 「唐代土偶」の影響 をも指摘 して いる15)。「唐代土

偶」 とは俑のことである。1930年 代 当時柏亭 によって指

摘 された中央アジア仏教遺跡 より将来 された壁画等の発

掘蒐集遺品や,俑 か ら想を得た と思われ るその作品が画

稿,素 描,水 彩 を含め,数 多 く散在す る。俑 もまた発掘

品である。

 昨年1992年 に《唐様三部作》は修復 され,そ の修復の過

程で両翼 の表 と裏の作品が分離 された16)。これ まで裏

面 に あ り,見 る機 会 が全 くなか った 《朝 鮮 婦 人》を並 べ て

展 示 で きる よ うに な った 。 そ こで,あ ま り言 及 さ れ る こ

との な か った,《 唐 様 三 部作 》な ど俑 や 中央 アジ ア の仏 教

遺 跡発 掘 蒐 集 将来 品の 影 響 を受 けて 制作 され た と思 われ

る藤 島 の作 品 につ いて 考 察 して みた い。

 19世 紀 末,ロ シ ア の領 土拡 大 を意 図 した南 下 政策 と,

それ に対 抗 す る,イ ン ドを植民 地 に持つ イ ギ リス に よ り

中央 アジ ア探 検 が始 ま った 。 そ して,1902年 ハ ンブ ル ク

で 開 催 され た第13回 東 洋 学 者 会 議 に お け る イ ギ リ ス の

オ ー レル ・ス タ イ ンの発 表 が契 機 とな って,ド イ ツの ア

ルベ ル ト ・グ リ ュ ンヴ ェ ーデ ル,ア ル ベ ル ト.フ ォ ン ・

ル ・コ ック,フ ラ ンス の ポ ール ・ペ リ オや ス タ イ ン,そ

して大 谷 光瑞 な ど に よ り中央 ア ジ ア探 検 仏教 遺 跡 の発 掘

調 査 が 行 わ れ17),膨 大 な発 掘 遺 品が 齎 さ れ た18)。 探 検

紀行 書,発 掘蒐 集 将 来 品 の カ ラー 図版 に よる大 版 の 豪 華

な研 究 報 告 書等 が 出版 され,そ の発 表 は当 時 の東 洋 学 界

の み な らず 美術 の世 界 に とって も衝 撃 的 な出来 事 で あ り,

大 きな影 響 を与 え た。 藤 島 もそ の 影響 を受 けた画 家 の 一

人 で あ る。 以 下 に記 した の がそ の研 究 報 告 書 の 一部 で あ

る。

  *1912， Albert Grunwedel， Alt-Buddhistische Kult-

   statten　in Chinesisch Turkistan， 7 vols， Belrin.

   *1913, Albert von Le Coq， Chotscho， Berlin.

  *1922-33， Le Coq， Die Buddhistische Spatantike in

   Mittelasien， 7 vols， Berlin.

  *1921， Sir. M. Aurel Stein, Serindia，4vols，

   Oxford.

   *1921， Stein， The Thousand ，Buddhas, London.

   * 1928， Stein, Innerrmost Asia， 4 vols， Oxford.

   *1921-24， Paul Pelliot， Les Grottes de Touen-

    Houang， 6 vols， Paris.

  *1916,香 川 黙 識 編 『西 域 考 古 図 譜』 国 華 社,

   上 ・下.

 日本 に齎 され た大 谷 ミ ッシ ョンに よる 中央 ア ジ ア発 掘

蒐 集遺 品 は,1910年 京 都 帝室 博 物 館 に お いて,初 めて 一

般 公 開 され た18a)。1924年2月1日 よ り1944年3月25日

ま で,恩 賜 京 都 博 物 館18b)に 将 来 品 の一 部249点 が 寄 託

さ れ た19)。 そ の寄 託 され た 一 部 が 常 設 展 示 され て い た

よ うで あ る。1910年1月 留 学 よ り帰 国 した藤 島 は京 都 帝

室 博 物 館 に おい て 公 開 され た特 別展 示 を見 なか った と思

わ れ る20)。 そ の 後 い つ の 頃 か らか 不 明 で あ るが,中 央

ア ジ ア よ りの発 掘 蒐集 将 来 品 を,藤 島 は 興味 深 く見つ め

る よ うに な り,柏 亭 が指 摘 して い る よ うに,中 央 アジ ア

の壁 画 等 に 主題 を求 め た作 品 が1920年 か ら1930年 代 に か

け て制 作 され てい る。

 1991年 東 京 国立 博 物館 等 で 開 催 された ドイ ツ ・トゥル
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ファン探検隊西域美術展において,ル ・コ ックによる発

掘蒐集将来品が展示 された。 出品作品の 中に,《画稿集》

に模写 のあ る作 品が数多 くあった。藤 島は 『中央 アジア

仏教 遺 跡』 (Die Buddhistische Spatantike in Mittelasien)

な どの 「研究報 告書」の図版 を模 写 したので あろ う。

《画稿集》にはル ・コ ックの将来品の模写が断然多い。そ

れは,『 中央 アジア仏教遺跡』が第1次 世界大戦敗戦後

の ドイツのマルク暴落イ ンフレ経 済の影響によ り,日 本

で も比較的手 に入れ易かったため と思 われる21)。藤 島

は壁画,菩 薩等 の塑像,絹 絵や,教 典断簡等広範囲 に模

写を している。《画稿集》で,藤 島は単 に図版の模写 をし

ただけではない。例 えば,ル ・コ ックの将来品で頭部が

欠損 してい る《交 脚人物像》22)(fig. 4)の 模写(fig. 5)が

《画稿集》のなかにあ るが,藤 島は模写 をする とき,そ の

頭部 を補 っている。 このような《画稿集》を見ると,50歳

を過 ぎた藤島の,並 々な らぬその研鑽の跡を窺 うことが

で きる。ス タインやペ リオ将来品の模写 も数は少ないが

ある。そ こで次 にこうした 「唐代土偶」や中央 アジア仏

教遺跡将来品にヒン トを得て着想 された と思 われ る 「画

稿 や下描 き」 の類や習作 を,も とになった図像 ごとに分

類 して藤島の足跡 を辿ってみ るこ とにす る。

fig. 4《交 脚 人物 像 》ベ ル リ ン国 立 イ ン ド美 術館

fig. 5《画 稿集 》ブ リヂ ス トン美術 館
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1.「 俑 」

 藤 島の 「俑」の影響 を物語 ってい る作品 として,《貴

族 の鷹狩図》23)とい う題名 の水彩画(fig. 6)が あ る。山野

の風景 を背景 に,帽 子 を被 り,胡 服 を着て馬 に乗 る婦 人,

その婦人に並 んで馬を走 らせる鷹 を手に し,胡 服 を着 た

男性,そ してその側に犬が描かれ,そ の後に連 なるよ う

に,足 が太 く短い馬に乗 り,鷹 を手 にした胡服 を着た男

性,胡 人の駱駝丁に駱駝や,髪 を高い単 髻に結上げ,唐

服 と思われる短衣長裳の服 を着,領 巾 を肩に掛 け,胸 の

前で拱手す る女性 な どが描かれている。流行の胡服 を着,

シルクロー ドを経 て齎 されたアラブ系の駿馬 に跨る,唐

代 の 「貴族」の鷹 狩の情景が描写 されているようである。

この作品 は,騎 馬婦 人俑(fig.7,8),騎 馬人物俑,婦 人

俑(fig.9),胡 人俑(fig.10),馬 俑,駱 駝俑(fig.11)等よ り

ヒン トを得 た群像 を山野 に配置 したのである。風景 の中

に俑 を配置 した ようで,狩 場 の喧噪 さや躍動感はな く,

静か な情景であ る。図版の俑 は,藤 島が実際 に《貴族 の

鷹狩図》を描 くために参考 に した俑ではない24)が,こ れ

に似た俑の実物あるいは掲載 図版 を参考 に した ものと思

われる。《貴族の鷹狩 図》のやゝ 中央 よりに描かれている

犬 と騎 馬 婦 人 の 油 彩 に よ る習 作 が3点 あ る。1点

(fig.12)25)は長 島美術館所蔵で左 下にイニシ ャル 「T.F」

が入 ってい る。山野で 白馬に跨 り,黄 色帽子を被 り,白

衿の赤 い胡服 を着 た婦人の色鮮やかな習作である。 もう

1点(fig.13)は 左下 に イニ シャル 「T」が入 って いる作

品26)であ り,3点 目(fig.14)27)は,1943年 の藤島武二遺

作展覧会 に出品された作 品であ る。3点 とも全 く同じ構

図であるが,人 物,犬 や馬の摘込み方が少 しずつ違 う。

 ところで,《貴族の鷹狩図》には水彩の上に,よ り大 き

い作 品に転写するためであろう,鉛 筆で正方形 の升 目を

形造る縦 と横 の線 に斜線 が引かれて,当 時藤 島は大画面

の構 想画を構築 しよう として いたと も考 えられ る。《唐

様 三部作》も山野の風景の中 に騎馬婦人俑 と婦人俑(fig.

7)に 想 を得 て制作 された騎馬婦人像 と婦人像が描かれ

て い る。 また,大 川美 術館 所 蔵 の素描 《騎馬之 王 女》

(fig.15)もこの俑の影響 を示す作 品であろ う。 そ して さ

らに,藤 島には《陶俑》(fig. 16)28)といわれている作 品が

あるが,こ れには騎馬婦 人俑 と胸前 に荷物を持つ婦人俑

が描かれている。

 恩賜京都博物館で大谷 ミッシ ョンによる将来品が常設

展示 されるようになったと思われる1924年 の第5回 帝展

に,藤 島は《アマゾーヌ》(fig.17)を出品 してい る。《アマ

ゾーヌ》は,犬 と馬に乗る胡服 を着 た唐代風俗 の女性 が

描 かれている《騎馬婦 人像》を,波 打 ち際 を走 る黒い犬 と

サ ラブレッ ド系の大型馬 に跨 り,海 水帽であろうか水色



の帽子 を被 った水着 の女性 という設定で,1920年 代のモ

ダンな風俗 に置 き換 えた ものであ る。ちなみに題名 は古

代 ギ リシ ャ神話 に登場す る女武者 よ り成 る民族 「アマ

ゾー ン」 に由来 している。《アマ ゾーヌ》には作者 自身に

よる解説29)がある。 「海水浴場で少女が 馬に乗 って散歩

している図である。 それは現実的 な事実 として,そ の光

景 を見た訳で はな く,(中 略)度々い うように私は画面構

成は如何 に超現実 的であ って もいい と思 っている。 あの

中に もし表現 し得 た ものがあるとすれば,ス ポーツ精神

とか,健 康美 とかい うものであろう」 と。 この解説で も

分 るように,《 アマゾーヌ》は写実 をもとに した当時 の現

代 を象徴す るような図像である。

fig. 9《着彩の婦女置俑》,《着彩 の婦女俑》大原美術館

fig. 6《貴 族 の 鷹狩 図 》鉛筆,水 彩 ・紙,17.0×34.0cm,個 人蔵

fig. 10《加 彩 胡 人 立俑 》

fig.7《騎 馬 婦 人俑 》ニ ュー ・デ リ ー博 物 館

fig. 8《騎 馬の胡服婦女俑》大原美術館 fig.11《駱駝 俑 》ニ ュー ・デ リー博 物 館
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fig.12《騎 馬 婦 人像 》油彩 ・紙,

65.0×45.5cm,長 島美術 館

fig.13《騎 馬 婦 人 像》油 彩 ・紙,

49.8×35.2cm,個 人蔵

fig. 14《騎 馬婦 人像》油彩,所 蔵者 不 明

fig.16《陶俑(?)》 所 蔵 者 不 明

fig.15《騎 馬之 王 女》鉛筆 ・紙,33.1×27.3cm,大 川 美術 館

fig.17《 ア マ ゾ ー ヌ》1924年,油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス,

126.5×93.7cm,岩 崎 美 術 館
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2.「 塑 像 」

 前述の ドイツ ・トゥルフ ァン探検 隊西域美術展 に出品

された菩薩 などの頭部,豊 満 な胸 の胸像や半身像 の塑像

の模写が《画稿集》(fig. 18,19,20,21)30)に あ る。大川美術

館所蔵 の水彩 とデ ッサ ンの《婦人像》(fig.22,23)はル ・

コック等の将来 の《菩薩上半身像》等の 「塑像」 を手本に

描かれた もの と思われ る。《真珠》(fig.24)31)とい う題名

の油彩画 は花が生 けられた花瓶 と真珠 を抱 く貝に,頭 部

像が描 かれている。 この頭部像は菩薩等 「塑像」 の頭部

像の影響が窺 える。そ して,「塑像」の《菩薩上半身像》

等に想 を得て制作 された と思われ る作 品がある。豊満な

胸 に大 きな頸飾 りを懸け,俯 く半裸 の婦人立像《胸飾 り

の女》(fig.25)32)である。 また,《画稿集》には中央 アジア

将来品の模写 と同 じところに,古 代エジプ ト彫刻 や,ミ

イラ形相等 の 「顔」で,眉 と目の縁に太 く黒い縁取 りを

いれ たマ スクの模写(fig.26)があ る。《画稿集》に描かれ

ているマスクの眉 と目の太 い縁取 りは青 で縁取 られてい

る。《面 を持つ裸婦》(fig.27)33)とい う油彩画 は,中 央 ア

ジアの発掘将来品の塑像か らヒン トを得 たと思われる人

体の裸婦が眉 と目に太い縁 取 りを入れた古代エジプ ト風

のマスクを手 に立ってい る。さらに,1935年 制作 といわ

れ る,胸 像 《台湾の舞姑》(fig.28)の舞姑の頸 には,《胸飾

りの女》と同じ頸飾 りが懸け られてい る。《胸飾 りの女》,

また《面 を持つ裸婦》と同じように《台湾の舞姑》も目を伏

している。1935年 制作の《台湾 の舞姑》も,中 央アジア将

来の 「塑像」の影響 を指摘で きるのであろうか。

fig.18《画稿 集 》

fig.19《画稿 集 》

fig.20《画稿 集 》

fig.21《画稿 集 》
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fig.22《婦 人像 》1929-35年 頃,水 彩 ,鉛 筆 ・
紙,12.9×9.8cm,大 川 美術 館

fig.23《 婦 人 像 》1929-35年 頃,ク レ ヨ ン,

鉛 筆 ・紙,11．7×9.5cm,大 川 美 術 館

fig.24《真 珠》1929-35年 頃,油 彩,所 蔵 者 不 明

fig.26《画 稿 集 》

fig.25《胸 飾 りの女》1929-35年 頃,

油彩,所 蔵 者不 明

fig.27《面 を持 つ 裸婦 》1929-35年 頃,

油 彩,所 蔵 者不 明

fig.28《 台 湾 の 舞 姑 》1935年,油 彩 ・

板,17.7×12.8cm,個 人 蔵
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3.「 壁 画 」

 藤島の,仏 教遺跡 よりの将来 品の影響 を端的に物語 っ

てい るもの として,油 彩で制作 された と思われる仏画 の

制作 がある。 《仏画》(fig.29)34)という作 品は,合 掌す る

仏,菩 薩あるいは天部の胸像であろう。ル ・コ ック将来

の壁画 に描 かれている天部 な ど(fig.30)35)にヒン トを得

て制作 された と思 われ る。 また,「 宋壁畫 観音 菩薩像

含莵武二謹模」 と書 込があ る,蓮 華の上 に結跏趺坐 し,

胸前 で,教 典をその手に持つ《観音菩薩像》(fig.31)36)は,

書 込 にあ るよ うに宋時代 の壁 画の模写で あろ う。 この

《観音菩薩像》は 日本画 といわれているようである36a)が,

油彩 で 制作 された もの と思 わ れ る。 また,《画 稿 集》

(fig.32)37)にもあ り,壁 画断 片 の素描 《二人 の唐美 人》

(fig.33)にも描か れているのは貴族 の女性 とその仕女 の

頭部像で あろう。 そ して,《聖女像》(fig.34)とい う作 品
38)があるが

,こ の《聖女像》は《日天》(fig.35)39)等,ル ・

コックによ り将来 された壁 画にヒン トを得て制作 された

もの と思 われる。

fig.31《宋 壁 画 観音 菩 薩 像》1930年 頃,油 彩,所 蔵者 不 明

fig.29《仏画 》1930年 頃,油 彩,所 蔵 者 不 明 fig.32《画 稿 集》

fig.30《画 稿集 》 fig.33《二 人 の唐 美 人 》1929-37年 頃,鉛 筆 ・紙,

10.0×13.4cm,大 川美 術 館
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fig.34《 聖 女 像 》1929-37年 頃,油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス,

45.5×33.4cm,個 人 蔵

fig.35《画稿 集 》

橋 一丁 目山中高倉」 とある。 この模写 はフリーア美術館

所 蔵の《水 月観 音菩薩像》(fig.3639a))の下方 に,供 養 銘

欄 を中心に左右 に向合 う形で描かれてい る,胸 前 に供物

を持つ 「女性供養者像」 と供花 を持つ 「女性供養者像」

の模 写(fig.37)であ る。翌1930年 開催 され た第2回 聖 徳

太 子奉賛美術展 覧会 に,藤 島 は 「小娘子 合掌一心供養

庚 午三 月 武二繪」 と書込 のあ る《女 人合掌》(fig.38)40)

を出品 した。《女人合 掌》は 「女性供養者像」 よ り主題 を

求 めて描 かれたものである。大川美術館 には,合 掌する

「女性供養者像」 を描 いた鉛筆 の素描(fig.39)がある。

 岩崎美術館 に,ル ・コ ック将来の壁画(fig.40 41))に描

かれてい る 「供養者」 より想 を得 た と思 われる《麻姑献

寿》(fig.41　42))という作品がある。鉢 に盛 られた仙果(桃)

を捧げ持 っている。そ して,1937年 藤島が満州新京 出張

中のお りに見た芝居 よ り着想 され,制 作 された といわれ

て いる《麻姑献寿》(fig.42)は清朝宮 廷の衣装 と豪華 な旗

髻 をした若い女性 が鉢 に盛 った仙果 を捧 げ持 っている。

麻姑は中国の伝説 の仙女であ り,鳥 のような爪 をして い

る。「孫 の手」 のこ とを 「麻姑」あ るいは 「麻姑爪」 と

もい う。それは 『神仙伝』 の 「麻姑手爪,不 如 人爪。形

皆似鳥爪。蔡経心 中私語,若 背 中大痒時,得 此 爪持爬背,

当佳也43)」とい う記述 か らきてい る。清朝宮 廷衣裳 の

「麻姑」 には右 に長い 「孫 の手」44)らしきピンクの きら

びやかな棒状 の ものが描 かれている。 中国の伝説 よ り主

題 を得,麻 姑の持物 として 「孫の手」 を,藤 島は創造 し

て,ま た,供 物 を献ずる 「供養者像」 よ り形を借 りて描

かれた もの といえるであろう。清朝宮廷衣装の《麻姑献

寿》は藤島の最後の構想画 といえるのではなかろうか。

4.「 供 養 者像 」

 供養 とは仏,菩 薩,諸 天 などに香華,灯 明,飲 食等の

供物 を献 じることであ り,功 徳 を積 むための寄進,布 施

を施す とい うことは大乗仏教徒に とって重要な行為であ

る。 中央アジア仏教 遺跡 よ りの将来品の なかに 「供養者

像」が色々な図像で表出されている。紙,絹 や壁画に描

かれ,奉 納 された仏画の下層等に,そ の仏画を寄進 した

「供養者像 」が描かれてい る。1929年 藤島が大阪山中商

会 において模写 した,敦 煌千仏洞 よ り持出 された仏画の

下層 に描かれていた 「女性供養者像」が《画稿集》にある。

右頁 の図に供養銘欄の写 しと思われる書込がある。「敦

煌千佛洞所 出 乾徳 六年銘 西暦九百二十四年 右方女

子一著曰女小娘子持花一心供養記之右繪女子二坐像一署

曰慈母娘子 ・氏一心供養一署曰女小娘子陰氏一心供養」

と。 また左頁の図には 「曹夫人繪水月観音菩薩圖 一部

下層右方 昭和四年六月十七 日臨寫 於大 阪市東区高麗

fig.36《水 月 観 音 菩薩 像 》絹 本着 色,

フ リー ア博 物館,ワ シ ン トン
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fig.37《画 稿 集》 fig.40《画 稿 集 》

fig.38《女 人 合 掌》1930年,油 彩,所 蔵者 不 明

fig.41《麻 姑献 寿 》1937年,油 彩 ・板,

45.5×37.3cm,岩 崎 美 術 館

fig.39《女 人 合 掌》1930年 頃,鉛 筆 ・紙,

13.9×10.4cm,大 川 美術 館

fig.42《麻 姑 献 寿》1937年,油 彩 ・カ ンヴ ァス,

45.6×33.6cm,個 人蔵
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fig.43《朝鮮婦人像》油彩,所 蔵者不明

 ところで《唐様三部作》の裏面両翼の《朝鮮婦人》(fig. 2,

3)も 四角の もの を胸前で捧げ持っている。 《朝鮮婦 人》

の肩に掛 けている領 巾の ようなもの を,朝 鮮では肩 に掛

ける習慣 はない とい う。これは天衣を羽織 り,供 物 を捧

げる天部や,領 巾を纏い,供 物 を捧 げ持つ 「供養者」等

より着想 され,短 衣長裳 の唐服 を,短 衣長裳のチマチ ョ

ゴ リに衣裳 を換 えて描 かれたもの とも考 えられるが
,実

際の ところはどうなのであ ろうか。藤島のア トリエには

《朝鮮婦 人》と同 じような構 図の大画面の作品(fig.43)が

あ った ようである45)。

おわ りに

 1967年 に上梓 された隈元謙次郎 著 『藤 島武二』 による,

《唐様三部作》が 「赤星家赤坂邸食堂壁画の下絵」である

という記述によ り,そ の後,《 唐様三部作》は,赤 星家赤

坂邸が竣工 した1912年 頃に制作 されたの と考 えられて き

た。《唐様三部作》は中国唐代の騎馬婦人俑,婦 人俑か ら

想 を得て制作 された。藤島の中国 の文物 との,初 めての

出会 いを示す作 品は,1915年 第9回 文展 に出品 された

《匂い》であ り,1915年 以前 に,中 国 に主題 を求め た《唐

様三部作》が制作 され た とは考 えられない。《唐様 三部

作》の両翼 の裏面 には,《朝鮮婦 人》が描か れてい る。 こ

の両翼 裏面 の《朝鮮婦 人》の存在 を考 えると,《唐様 三部
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作》が壁画 の画稿 というよ りは西洋の祭壇画形式の作 品

の画稿 と考 えられ る。

 1943年 に開催 された藤島武二遺作 展覧会での《唐様三

部作》の制作年 は1918年 頃であった。 また,遺 作展 にお

いて,《唐様三部作》と同 じように中国唐代の騎 馬婦人俑

か らヒ ン トを得て制作 された《騎馬婦人像》の制作 年 も

1918年 頃であった。 しか し,遺 作展 にお いて,こ れらの

作 品が何 を根拠 と して,1918年 頃の制作 とされたのか不

明であ る。《匂 い》が制作 された後,展 覧会出品等明 らか

に中国の影響 を示す作 品が制作 されたのは,1924年 第5

回帝展に出品された《東洋振 り》と,同 じく第5回 帝展 に

出品 された,《騎馬婦 人像》を今 日的風俗 に置換 えて制作

された《アマ ゾーヌ》であ る。 したが って,《唐様三部作》

は,同 じように騎 馬婦人 とい うモテ ィーフの《アマ ゾー

ヌ》と同 じ頃に制作 された と考 えられる。つ まり,《唐様

三部作》は1924年 頃の制作 と考 えられる。

 《アマ ゾーヌ》と一緒 に,1924年 の第5回 帝展 に《東 洋

振 り》(個人蔵,東 京)が 出品 され た。 イタリア ・ルネ ッ

サ ンスのプロフィールよ り想 を得 たとい う,中 国服 を着

た 日本女性 のプロフィールである。藤島は 「東洋の典型

美」 を描 くとい う,そ の制作意 図について明確 に語って

いる46)。その後,1926年 第1回 聖徳太子奉 賛記念美術

展覧会に出品 された《芳意》(個人蔵,東 京),《 女の横顔》

(1926年),1927年 第8回 帝展 に出品 された《鉸剪眉(少 女

のProfil) 》の中国服 を纏 った日本女性 のプロフ ィールが

制作 された。藤 島は俑,中 央 アジア仏教遺跡よ り将来 さ

れた発掘蒐集品について,あ るいはその影響を受 けた作

品について も何 も語 っていない。俑 よ り着想された作 品,

中国服 を纏 った女性 のプロフィール,そ して,1937年 制

作の清朝宮廷衣装の《麻姑献寿》にまで見 られるような俑

や中央アジア美術 に想 を得た作 品を何 らかの繋が りある

もの とみるならば,そ れ はあるいは 「東洋の典型美」で

はないが 日本 を中心 とす る 「東洋」 とい うような世界観

の表出に他な らないであろ う。そのモテ ィーフの追求 は

1920年 代か ら1930年 代後半まで,藤 島の後半生約20年 間

に及び,お りにふれ続け られた ものと思 える。

 素描,水 彩,油 彩 と色 々なかたちで制作 されたこの一

連 の作品をみると,そ こに何 らかの構想画制作 の意図が

あ った ように思える。壁画の ような大構 想画制作のため

に色々可能性 を探 求 した過程が残存 しているのか も知 れ

ない。 また この一連の作品が残った ことには,「東洋」

とい う象徴的なテーマの表出をす るために,あ るいはそ

の新 しい図像 を創造するために,西 洋の油彩画の技法で

いかに表現するか とい う,色 々な可能性 を藤島が模索 し,
「推 敲 を重 ねて47)

」 も容 易 に本 画の制 作 まで 至 らな

かったことも考 えられる。



 また,岩 崎美術館所蔵の《アマゾー ヌ》,《麻姑献寿》は

赤星家 旧蔵作品で ある。柏亭 がい う48)ように,こ の一

連の作品のなかに赤 星家の装飾画 のための画稿が存在 し

てい たとも考 えられるが,そ れを特定することは難 しい。

藤 島が晩年 まで赤星 家の装飾画制作 をあ きらめて いな

かったとも考えられ る。

       (なかたひろこ ブ リヂ ス トン美術館)
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付記

調査 に当 り東京 国立博物館 住広昭子氏 の御世話 になっ

た。 また,秋 山光和氏,杉 山二郎 氏に御教示を賜 った。

記 して御礼 を申上げる。
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